
本
書
の
特
色

　

こ
の
本
は
、
新
中
学
１
年
生
の
た
め
の
入
門
テ
キ
ス
ト
で
す
。
小
学
６
年
生
ま
で

の
学
習
内
容
に
加
え
て
、
中
学
で
の
学
習
内
容
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

各
課
と
も
、
最
初
の
２
ペ
ー
ジ
の
ポ
イ
ン
ト
と
例
題
で
重
要
な
内
容
を
お
さ
え
、

次
の
２
ペ
ー
ジ
の
演
習
問
題
で
実
力
を
定
着
さ
せ
る
…
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
文
法
・
語
句
も
読
解
問
題
と
並へ
い

行こ
う

し
て
学
習
で
き
る
う
え
に
、
中
学
か

ら
本
格
化
す
る
古
典
の
学
習
も
で
き
ま
す
。

　

講
習
準
備
テ
ス
ト
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
講
習
を
受
け
る
前
の
実
力
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
後
に
は
、
総
合
確
認
テ
ス
ト
で
学
習
の
成
果
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

1
　
説
明
的
文
章
⑴  ･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

2

2
　
説
明
的
文
章
⑵  ･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

6

3
　
小
説
文 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

10

4
　
随ず

い

筆ひ
つ

文 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

14

5
　
情
報  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

18

6
　
古
典  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

22

《
語
句
問
題
》

　
1

　
主
語
・
述
語
・
修
飾
語

　
／

　
2

　
こ
と
わ
ざ
・
慣
用
句･･･････････････････････ 

26

　
3

　
熟
語
の
構
成

　
／

　
4

　
同
音
異
義
語
・
同
訓
異
字  ････････････････････････････ 

27

　
5

　
敬
語

　
／

　
6

　
漢
字
の
意
味 ･･･････････････････････････････････････････････････ 

28

総
合
問
題  ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

29

＊
漢
字
パ
ズ
ル  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

31

本
書
の
使
い
方

•
ポ
イ
ン
ト
・
例
題
…
… 

そ
の
課
で
学
習
す
る
内
容
と
基
本
的
な
問
題
を
取
り
あ
げ

て
い
ま
す
。

•
演
習
問
題
…
… 

ポ
イ
ン
ト
・
例
題
で
学
習
し
た
内
容
を
も
う
一
度
確
か
め
る
た
め

の
演
習
問
題
で
す
。
や
や
発
展
的
な
「
思
考
力
問
題
」
に
は
◎
を

つ
け
て
い
ま
す
。

•
語
句
問
題
…
… 

読
解
問
題
が
一
課
終
わ
っ
た
ら
、
語
句
問
題
も
一
課
取
り
組
む
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

•
総
合
問
題
…
…
文
法
・
語
句
の
総
合
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
く
じ

国
語
中
１

2

小い

筆ひ

･･

･･

修
飾

4

小
学
６
年

れ
て
い
ま

例
題
で
重

る
…

て
学

るで
学

の
意･

＊

･･･

あ
げ

Sa
mp
le

mp
le

mp
le

な
っ
て
い
ま

え
に
、
中
学
か

チ
ェ
ッ
ク

果
を
確
認
し

4455

情

66

古
典

《
語
句
問
題
》

《
語
句
問

11

主
語
・
述

主
語

33

熟
語
の
構
成

熟
語
の
構

55

敬
語語

／

66

問
題
問
題

･･･
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Ａ
中
学
校
で
は
、
文
化
祭
の
案
内
を
作
る
こ
と
に
な
り
、
実
行
委
員
会
が
そ
の
原
稿
を

見
な
が
ら
意
見
を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
1

【
出
さ
れ
た
意
見
】

・
タ
イ
ト
ル
を
目
立
つ
よ
う
に
し
た
い
。

・
イ
ラ
ス
ト
、
写
真
な
ど
を
入
れ
た
い
。

・
校
内
地
図
を
も
っ
と
大
き
く
。

・
イ
ベ
ン
ト
を
具
体
的
に
。

・
文
化
祭
の
テ
ー
マ
を
入
れ
た
い
。

【原稿】

Ａ中学校文化祭
日時：○月○日 9：00 ～
場所：Ａ中学校 校庭・
　　体育館・校舎内

楽しいイベントが盛りだ
くさんです。ぜひ，お越

こ

しください。

校内
地図

ポ
イ
ン
ト

●
情
報
の
読
み
取
り

　

文
章
の
読
み
取
り
だ
け
で
な
く
、
資
料
（
グ
ラ
フ
や
表
、
新
聞
記
事
な
ど
）
を
見
て

そ
こ
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
資
料
に
示
さ
れ
る

情
報
か
ら
、
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め
る
力
も
必
要
で
す
。
資
料
に
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

○
グ
ラ
フ
や
表

　

 　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
、
調
査
報
告
な
ど
の
内
容
を
示
す
の
に
は
、
グ
ラ
フ
や
表
が

使
わ
れ
ま
す
。
グ
ラ
フ
に
は
、
棒
グ
ラ
フ
、
円
グ
ラ
フ
、
折
れ
線
グ
ラ
フ
な
ど
の
種

類
が
あ
り
ま
す
が
、
比ひ

較か
く

す
る
内
容
に
合
わ
せ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
情
報

を
示
す
目
的
を
、
グ
ラ
フ
の
種
類
か
ら
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
ス
ピ
ー
チ
や
ポ
ス
タ
ー

　

 　

学
校
内
活
動
の
中
で
、
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
り
、
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
原げ
ん

稿こ
う

や
、
話
し
合
い
の
内
容
な
ど
か
ら
表
現
方
法
や
改
善
方

法
な
ど
を
読
み
取
り
ま
す
。

○
新
聞
記
事

　

 　

新
聞
の
投と
う

書し
ょ

欄ら
ん

な
ど
の
記
事
か
ら
、
賛
成
意
見
と
反
対
意
見
を
比
較
し
て
読
み
取

る
な
ど
の
設
問
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
意
見
を
投
書
す
る
際
に
注
意
す
べ
き
点
な
ど
も

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

ど
の
資
料
に
関
し
て
も
、
読
み
取
っ
た
だ
け
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
自
分
の
意
見
を

も
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。
自
分
の
意
見
を
ま
と
め
、
わ
か
り
や
す
く
相
手
に
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　例
題

□
⑴　

こ
の
案
内
は
、
誰だ

れ

に
向
け
て
の
も
の
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
を
次
か
ら
全
て
選

び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

Ａ
中
学
校
生
徒　
　

イ　

Ａ
中
学
校
生
徒
の
家
族

ウ　

Ａ
中
学
校
教
員　
　

エ　

地
域
の
住
人

□
⑵　　
線
「
イ
ラ
ス
ト
、
写
真
な
ど
を
入
れ
た
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
意
見
は
ど

の
よ
う
な
意
図
で
す
か
。
考
え
て
書
き
な
さ
い
。

□
⑶　

こ
の
他
に
も
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
採
用
で
き
そ
う
な
も
の
を
、
次
か
ら
一
つ
選

び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

場
所
の
記き

載さ
い

と
校
内
地
図
を
近
づ
け
た
ほ
う
が
い
い
。

イ　

日
時
は
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
入
れ
な
い
ほ
う
が
い
い
。

ウ　

先
生
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
も
入
れ
た
ほ
う
が
い
い
。

エ　

体
育
大
会
や
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
こ
と
も
入
れ
た
い
。

イ
・
エ

⎣――――⎡

⎦――――⎤

⎣―――⎡　
　
　

例　

見
た
人
が
文
化
祭
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
す
る
た
め
。 

⎦―――⎤

ア

⎣――――⎡

⎦――――⎤

5

情
報

学校文
日時：○
場

フ
やし

ま。
資

は
、グ

ラい
ま

す
る善

方

は
、え

な徒

写考
え

□

意
見
が
出

号
で
答
え

ア

場
所

化
祭

Sa
mp
le

mp【原稿】【原mmp
事
な
ど
）
を
見
て

な
ど
）
を
見

う
。
資
料
に
示
さ
れ
る

資
料
に
示
さ
れ

は
、
次
の
よ
う
な
も

次
の
よ
う
な
も

フ
や
表
が
表
が

ど
の
種

情
報

□
⑴
□
⑴

こ
の
案

び
、
記
号
で

び
、
記

アア

Ａ
中
学
校

Ａ
中

ウウ

Ａ
中
学
校
教

Ａ
中

□
⑵

S線「イラ
ス

線
「
イ

の
よ
う
な
意
図
で
す

の
よ
う
な
意
図

―――⎡―⎡
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第５課　情報
　

 　

Ａ
小
学
校
の
図
書
委
員
会
は
、
学
校
図
書
館
の
利
用
に
つ
い
て
、
児
童
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
り
ま
し
た
。
次
の
グ
ラ
フ
と
図
書
委
員
の
意
見
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

□
⑴　

利
用
者
の
数
を
人
数
で
は
な
く
、
割
合
で
示
し
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
考
え
て
書
き

な
さ
い
。

□
⑵　

資
料
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
か
。
最
も
あ
て
は
ま
る
も
の
を
次
か

ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

利
用
者
の
割
合
が
最
も
多
い
の
は
三
年
だ
が
、
最
も
少
な
い
の
は
一
年
で
あ
る
。

イ　

図
書
館
内
で
本
を
読
ん
だ
人
の
割
合
は
、
本
を
借
り
た
人
の
割
合
よ
り
多
い
。

ウ　

図
書
委
員
会
は
、
高
学
年
の
利
用
者
の
割
合
が
少
な
い
理
由
に
注
目
し
て
い
る
。

エ　

一
年
の
利
用
が
少
な
い
の
は
、
図
書
館
に
一
年
向
け
の
本
が
少
な
い
か
ら
で
あ

る
。

□
⑶　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
と
き
に
、
ど
の
よ
う
な
項こ
う

目も
く

を
付
け
加
え
る
と
よ
か
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
か
。
考
え
て
書
き
な
さ
い
。

2

　

今
の
学
年
に
な
っ
て
か
ら
図
書
館
を
利

用
し
た
か
ど
う
か
を
質
問
し
ま
し
た
。

　

学
年
ご
と
に
、
人
数
が
ち
が
う
た
め
、

割
合
で
示
し
ま
し
た
。
授
業
な
ど
で
利
用

し
た
場
合
は
除
き
、
児
童
が
本
を
借
り
た

り
、
図
書
館
内
で
読
ん
だ
り
し
た
場
合
だ

け
に
限
り
ま
し
た
。

　

高
学
年
の
利
用
者
の
割
合
が
少
な
い
の

は
、
塾
や
習
い
事
な
ど
が
増
え
て
い
そ
が

し
く
な
る
か
ら
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

学校図書館を利用したことがある人

学年 利用者   （%）

1 年

2 年

3 年

4 年

5 年

6 年

43%

51%

73%

52%

39%

32%

【
グ
ラ
フ
】

【
図
書
委
員
の
意
見
】

⎣―――⎡　
　
　

例　

学
年
ご
と
に
人
数
が
ち
が
う
の
で
、
比
べ
ら
れ
な
い
か
ら
。 

⎦―――⎤

ウ

⎣――――⎡

⎦――――⎤

⎣―――⎡　
　
　

例　

図
書
館
を
利
用
し
な
い
理
由
を
書
く 

⎦―――⎤

項
目
。

　

 　

国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
□
⑴　
「
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
に
あ
て
は
ま
る
の
は
、
何
と
答
え
た
人
で
す
か
。
二
つ
書

き
な
さ
い
。

□
⑵　

こ
の
世
論
調
査
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
内
容
の
新
聞
の
投
書
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
投
書
の
内
容
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。
考
え
て
書

き
な
さ
い
。

　　
3

（数字は％）

聞いたこ
とがない

聞いたことは
あるが使う
ことはない

使うことが
ある

分から
ない

① 古き良き時
代をなつか
しむ

5.1
57.9 36.5

0.5聞いたことがある（計）94.4％

② 議論が行き
つ戻りつし
ている

22.8
63.8 12.3

1.1聞いたことがある（計）76.1％

③ 招かれざる
客 4.6 59.1 35.6 0.7聞いたことがある（計）94.7％

④ 知る人ぞ知
る秘境 5.3 44.3 49.5 0.9聞いたことがある（計）93.9％

⑤ えも言われ
ぬ美しさ 14.1 67.2 17.8 0.8聞いたことがある（計）85.1％

⑥ 結果は言わ
ずもがなで
ある

25.6
54.9 18.5

1.0聞いたことがある（計）73.4％
「平成 30 年度国語に関する世論調査」より（文化庁）

【表】

　意味としては、①昔の良い、②行ったり
戻ったり、③招かれていない、④広くは知
られていないが、一部の人は知っている、
⑤何とも言えない、⑥言うまでもない、な
どと辞書等にある。

【資料】

⎣―――⎡　
　
　

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
使
う
こ
と
は
な
い 

⎦―――⎤

⎣―――⎡　
　
　

使
う
こ
と
が
あ
る 

⎦―――⎤

【
新
聞
の
投
書
】

　

た
と
え
ば
、「
古
き
良
き
」
の
「
き
」
は
現
代
語
に
は
な
い
形
だ
が
、
こ
う
い
う

言
葉
を
使
う
こ
と
を
現
代
の
人
々
が
さ
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

⎣―――⎡　
　
　

例　

①
〜
⑥
全
て
に
現
代
語
に
は
な
い
形
が
入
っ
て
い
る
こ
と
。 

⎦―――⎤

し
てな

っ

す
か

の
を

る
。

図
書
館
を
利

質
問
し

に
、
人

示
し

場
合書

館ま
し利

用事
な推

測

。

た
こ

使
う

、「
古
き

を
使
う Sa

mp
le

mp
え
て
書
きき

ど
で
利
用

ど
で

童
が
本
を
借
り
た

が
本
を
借
り

読
ん
だ
り
し
た
場
合
だ

り
し
た
場
合

割
合
が
少
な
い
の

合
が
少
な
い
の

増
え
て
い
そ
が

増
え
て
い
そ

ま
す
。

⎦―――⎤

□
⑴
□
⑴
「き

な
さ

□
⑵

こ
の
世
論
調
査
に

こ
の
世
論
調

の
投
書
の
内
容
の
根

の
投
書
の
内
容

き
な
さ
い
。

き
な
さ
い

【表】

⎣―――⎡

聞
の
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1 
次
の
グ
ラ
フ
と
資
料
を
見
て
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
□
⑴　
「
方
言
の
み
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
方
言
が
多
い
」
を
合
わ
せ
た
ま
と
ま
り
は
、

ど
の
よ
う
な
人
々
の
ま
と
ま
り
だ
と
い
え
ま
す
か
。
最
も
あ
て
は
ま
る
も
の
を
次
か
ら

一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

方
言
だ
け
を
使
用
し
て
生
活
し
て
い
る
人
々
。

イ　

主
に
方
言
を
使
用
し
て
生
活
し
て
い
る
人
々
。

ウ　

共
通
語
と
方
言
を
半
々
で
使
っ
て
い
る
人
々
。

エ　

方
言
よ
り
も
共
通
語
が
好
き
だ
と
い
う
人
々
。

□
⑵　　
線
部
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
ま
す
か
。
次
の
文
の
　

に
あ

て
は
ま
る
言
葉
を
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
　

主
に
　

人
々
が
、
過
半
数
を
占し

め
て
い
る
。

【
資
料
】

【
グ
ラ
フ
】

　

ふ
だ
ん
、
方
言
と
共
通
語
の
ど
ち
ら
を

使
っ
て
生
活
し
て
い
る
か
を
調
べ
た
調
査

報
告
で
す
。

　
「
方
言
の
み
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
方
言
が
多
い
」
を
合
わ
せ
る
と
、
22.2
％
、

「
共
通
語
の
み
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
共
通
語
が
多
い
」
を
合
わ
せ
る
と
、
53.7

％
と
な
り
ま
す
。

4.54.58.18.1

19.619.6

16.016.0

方言のみ

どちらかというと
方言が多い
方言と共通語半々

どちらかというと
共通語が多い
共通語のみ

わからない

「2015 年全国方言意識Web 調査」の報告より

17.717.7

34.134.1

イ

⎣――――⎡

⎦――――⎤

⎣―――⎡　
　
　

例　

共
通
語
を
使
用
し
て
生
活
し
て
い
る 

⎦―――⎤

２　

Ａ
中
学
校
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
次

の
資
料
を
見
て
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

□
⑴　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
人
が
少
な
い
の
に
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
考
え

ら
れ
ま
す
か
。【
資
料
２
】を
参
考
に
し
て
書
き
な
さ
い
。

□
⑵　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
に
参
加
し
た
理
由
を
き
い
た
と
こ

ろ
、
次
の
よ
う
な
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　

・
世
の
中
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
た
か
ら
。

　
　
　

・
自
分
が
成
長
で
き
る
と
思
っ
た
か
ら
。

　
　
　

・
友
達
に
さ
そ
わ
れ
た
か
ら
。

　
　
　

こ
れ
ら
を
参
考
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
人
を
増
や
す
に
は
、
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
考
え
て
書
き
な
さ
い
。

ボランティア活動に参加したことがありますか？

78%78%

あるある

22%22%

ないない

ボランティア活動に参加しない理由・・・・・・（人）
参加する時間がないから。…………………………88
何をすればいいか、わからないから。……………59
役に立てるかどうか自信がないから。……………23
一人だと不安だから。………………………………17
その他………………………………………………… 4

【資料１】

【資料２】

⎣―――⎡　
　
　

例　

参
加
す
る
時
間
が
な
い
人
が
多
い
か
ら
。 

⎦―――⎤

⎣―――⎡　
　
　

例　

参
加
し
た
人
の
体
験
談
を
話
し
て
も
ら
う
。 

⎦―――⎤

演

習

問

題

ま
とを

次

共
通
語

活
し
て
い

す
。

言
の多

いみ
」い

」

ア
活料

２
参
加り

ま

ち
た
い

長
で
き
る

達
に
さ
そ

こ
れ
ら

動に参

参

Sa
mp
le

mp
、

ele査

ど
ち
ら
か
と
い
う

ち
ら
か
と
い
う

わ
せ
る
と
、

る
と
、
22.222.2
％
、
％

ち
ら
か
と
い
う

と
い
う

わ
せ
る
と
、

せ
る
と

53.753.7 epl
□
⑴
□
⑴

ボ
ラ
ン
テ

ボ
ラ

ら
れ
ま
す
か
。

ら
れ
ま
す

□
⑵⑵

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

ラ
ン
テ
ィ

ろ
、
次
の
よ

ろ
、
次
の

mpボラン
【資料１】【資料１

⎣―――⎡⎣――
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第５課　情報

□
⑴　

こ
の
ス
ピ
ー
チ
の
目
的
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
町
で
自
転
車
を
利
用
す
る
市

民
に
向
け
て
注
意
を
う
な
が
す
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
も
う
一
つ
の
目
的
は
何
で
す

か
。
考
え
て
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
そ
れ
が
わ
か
る
部
分
を
ス
ピ
ー
チ
原
稿
の
中
か
ら

一
文
で
書
き
抜ぬ

き
な
さ
い
。

□
⑵　

生
徒
会
長
は
、
自
分
の
経
験
も
ス
ピ
ー
チ
に
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
、
次
の
一
文
を

入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ど
こ
に
入
れ
る
の
が
適
切
で
す
か
。
ス
ピ
ー
チ
原
稿
の
入

れ
る
箇か

所し
ょ

の
直
前
の
七
字
を
書
き
抜
き
な
さ
い
。（
句
読
点
も
字
数
に
含ふ
く

む
。）

　
　
　
　

 

私
も
夜
、
歩
道
を
歩
い
て
い
て
無
灯
火
の
自
転
車
と
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
り
、
と
て
も
危
険
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

⎣―――――――⎡　

例 　

Ｂ
中
学
校
の
生
徒
に
向
け
て
自
転
車
の
利
用
に
つ
い
て 

注
意
を
う
な
が
す
こ
と
。 

⎦―――――――⎤

目
的

⎣―――――――⎡　

私
た
ち
も
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
自
転
車
を
利
用

 

し
ま
し
ょ
う
。 

⎦―――――――⎤

わ
か
る
部
分

験

し

て

い

ま

す

。

３　

Ｂ
中
学
校
で
は
、
自
転
車
の
利
用
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
そ
の
結
果
を
も

と
に
、
生
徒
会
長
が
ス
ピ
ー
チ
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と

ス
ピ
ー
チ
原げ
ん

稿こ
う

を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

 

【
ス
ピ
ー
チ
原
稿
】

　

私
た
ち
に
と
っ
て
、
自
転
車
は
と
て
も
身
近
な

乗
り
物
で
す
。
で
も
、
身
近
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
、
他
の
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
、
危
険
な
目
に

遭あ

わ
せ
た
り
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
る
と
、
多

く
の
人
が
迷
惑
や
危
険
と
感
じ
る
こ
と
を
経
験
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
気
を

つ
け
て
自
転
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
学
校
と
し

て
、
ポ
ス
タ
ー
を
は
っ
た
り
、
ち
ら
し
を
配
っ
た

り
で
き
た
ら
注
意
を
う
な
が
せ
る
の
で
は
な
い
か

と
、
思
っ
て
い
ま
す
。
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
、
提
案
し
て
く
だ
さ
い
。

【アンケート結果】

●自転車を、迷
めい

惑
わく

・危険と感じたこと
歩いているすぐ近くを通ること。……………65人
スピードを出しすぎること。…………………59人
２台並んで走ること。…………………………38人
信号無視。………………………………………35人
駅などに放置しておくこと。…………………24人
夜の無灯火。……………………………………17人

（複数回答）

□
①　

拡
大
コ
ピ
ー
を
す
る
。 

か
く
だ
い

⎣――⎡

⎦――⎤

□
②　

眼
鏡
を
か
け
る
。 

め
が
ね

⎣――⎡

⎦――⎤

□
③　

就
職
先
が
決
ま
る
。 

し
ゅ
う
し
ょ
く

⎣――⎡

⎦――⎤

□
④　

入
口
で
待
ち
構
え
る
。 

か
ま
え
る

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑤　

入
学
を
志
願
す
る
。 

し
が
ん

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑥　

立
ち
入
り
を
キ
ン
シ
す
る
。 

禁
止

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑦　

シ
ュ
ウ
エ
キ
金
は
寄
付
す
る
。 

収
益

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑧　

子
ど
も
を
キ
ュ
ウ
ジ
ョ
す
る
。 

救
助

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑨　

ウ
イ
ル
ス
を
ジ
ョ
キ
ョ
す
る
。 
除
去

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑩　

雑
誌
を
ヘ
ン
シ
ュ
ウ
す
る
。 

編
集

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑪　

ゲ
キ
ジ
ョ
ウ
で
芝し

ば

居い

を
み
る
。 

劇
場

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑫　

リ
ョ
ウ
イ
キ
を
越こ

え
る
。 

領
域

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑬　

エ
イ
ガ
館
に
入
る
。 

映
画

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑭　

チ
ョ
ウ
テ
ン
に
達
す
る
。 

頂
点

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑮　

生
活
に
シ
シ
ョ
ウ
を
き
た
す
。 

支
障

⎣――⎡

⎦――⎤

生れ
る箇か

所しも
夜り

、

転
車
は
と
て
も
身
近
な

も
、
身
近
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

に
迷
惑

り
しア

ンや
危ち

も用
した

りが
せデ

ア

シ
す付

す
る

⎦

助

――

ゲ

□
⑫

Sa
mp
le

mp□□れ
と
が

危
険
な
目

注
意
し
な
け
れ
ば
な

意
し
な
け
れ

ト
の
結
果
に
よ
る
と
、
多

結
果
に
よ
る
と

感
じ
る
こ
と
を
経
験
し

る
こ
と
を
経
験
し

れ
ら
の
こ
と
に
気
を

の
こ
と
に
気
を

ょ
う
。
学
校
と
し

ょ
う
。
学
校
と

ら
し
を
配
っ
た

を
配
っ
た

で
は
な
い
か

な
い

る
人
は
、、

S禁止禁
⎣――⎡⎣――⎡⎡


